
 

                       

                                  
 

                                 

 

     

 

県
理
容
組
合
の
第
34
回
通
常

総
会
、
第
60
回
通
常
総
代
会
は
５

月
21
日
（
月
）
、
県
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
ち
、
永
年
就
労
者

感
謝
状
授
与
、
退
職
支
部
役
員
表

彰
、
永
年
勤
続
支
部
役
員
表
彰
、

永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
、
県
組
合

講
師
委
嘱
状
授
与
が
行
わ
れ
た
。 

続
い
て
、長
田
實
理
事
長
が「
厳

し
い
時
代
だ
が
組
合
の
あ
り
方
を

考
え
な
が
ら
組
織
を
強
化
し
た
い
」

と
挨
拶
し
、
来
賓
の
松
田
豊
久
県

健
康
福
祉
部
薬
事
衛
生
課
課
長
、

小
西
祥
一
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
、
板
橋
健
史

日
本
政
策
金
融
公
庫
金
沢
支
店
融

資
第
二
課
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。 

総
会
は
、
長
田
理
事
長
を
議
長

に
総
代
１
０
０
名
を
承
認
し
て
総

代
会
に
移
り
、
議
長
に
上
田
徳
次

氏
（
金
沢
・
４
部
）、
副
議
長
に
久

我
健
次
氏
（
能
登
・
羽
咋
）
を
選

出
し
て
議
案
審
議
に
入
っ
た
。 

 
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
」
「
平
成
29
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
」
が
承
認
さ
れ
、
役
員 

の
任
期
満
了
に
伴
う
「
役
員
選
任

の
件
」
で
は
、
再
選
さ
れ
た
長
田

理
事
長
と
新
し
い
理
事
、
監
事
が 

紹
介
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。 

 

   

  

退
職
県
組
合
役
員
表
彰
の
後
、

「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
の
件
」
「
平
成
30
年
度
収
支

予
算
（
案
）
承
認
の
件
」「
平
成
30

年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の

件
」「
振
興
計
画
の
変
更
認
定
申
請

に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
審
議
し

承
認
さ
れ
た
。 

総
代
か
ら
は
、
機
構
改
革
検
討

委
員
会
の
内
容
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
会
場
、
機
関
紙
理
容

い
し
か
わ
の
内
容
、
予
算
書
の
組

合
員
数
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
た
。 

▼
総
会
出
席
者 

 

組
合
員
数 

 
 

６
６
６
名 

 

出
席
者
数 

 
 

５
８
５
名 

 
 
 

（
内
、委
任
状
４
９
９
名
） 

▼
総
代
会
出
席
者 

 

総
代
定
数 

 
 

１
０
０
名 

 

出
席
者
数 

 
 
 

８
１
名 

 
 

（
内
、委
任
状 

１
５
名
） 

総
会
終
了
後
、
県
理
容
政
治
連

盟
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
。 
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第
34
回
通
常
総
会
、
第
60
回
通
常
総
代
会 

存
在
感
の
あ
る
組
織
づ
く
り
を 
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▽
永
年
就
労
者
感
謝
状 

谷 
 

利
雄   

（
金
沢
・
１
東
） 

 

高
森
庄
二
郎  

（ 
  

〃 
 

） 

 

奥
村 

重
夫  

（ 
  

〃  

） 

 

尾
崎 

 

麟  

（ 
  

〃 
 

） 

 

中
村 

雄
一   

（
金
沢
・
１
中
） 

 

音 

智
香
子   

（
金
沢
・
１
西
） 

 

橋
野
喜
久
平   

（
金
沢
・
２
部
） 

 

青
木 

孝
子  

（    

〃  

） 

 

西
村 

玉
造  

（    

〃 
 

） 

 

中
村 

 

貢  

（ 
  

〃  

） 

 

大
辺 

与
吉   

（
金
沢
・
４
部
） 

 

大
辺 

範
子  

（    

〃  

） 

 

石
崎 

外
男  

（    

〃  

） 

 

今
田 

三
夫  

（    

〃  

） 

 

谷 
 

秀
男  

（    

〃  

） 

 

谷 
 

正
枝  

（    

〃  

） 

 
滝
本 

好
恵   

（
金
沢
・
５
部
） 

 
酒
井 

 

博   

（
金
沢
・
６
部
） 

 

横
井 
重
男  

（    

〃  

） 

 

市
原 
義
康  

（    

〃  

） 

 

加
藤 

勝
征   
（
金
沢
・
７
部
） 

 

橋
本 

美
子  
（    

〃  

） 

田
島 

徳
美   

（
加
賀
・
加
賀
） 

辻 

冨
美
子   

（
加
賀
・
小
松
） 

押
野 

憲
三  

（    

〃  
） 

村
田
幸
太
郎  

（    

〃  
） 

安
達 

政
司   

（
加
賀
・
鶴
来
） 

表 
 

重
輝   

（
能
登
・
河
北
） 

広
瀬
登
志
夫   

（
能
登
・
羽
咋
） 

木
村 

幸
子   

（
能
登
・
七
鹿
） 

小
山
久
美
子   

（
能
登
・
七
鹿
） 

下
出 

貞
夫   

（
能
登
・
門
前
） 

平 
 

勝
二   

（
能
登
・
輪
島
） 

                

▽
退
職
県
組
合
役
員 

 

叶
井 

 

章   

（
加
賀
・
小
松
） 

 

市
川 

正
明   

（
加
賀
・
加
賀
） 

 

村
山
外
喜
男   

（
加
賀
・
鶴
来
） 

 

上
馬 

正
喜   

（
金
沢
・
２
部
） 

 

宮
本 

一
茂   

（
能
登
・
七
鹿
） 

 

宮
森 

重
則   

（
能
登
・
能
都
） 

 

佐
々
木
か
お
り 

（
金
沢
・
３
部
） 

▽
退
職
支
部
役
員 

 

丹
保 

俊
治   

（
加
賀
・
能
美
） 

 

葛
野 

英
之   

（
加
賀
・
小
松
） 

 
佐
々
木
か
お
り 

（
金
沢
・
３
部
） 

 
米
田 

一
良   

（
能
登
・
河
北
） 

 

宮
森 
重
則   

（
能
登
・
能
都
） 

▽
永
年
勤
続
支
部
役
員 

三
宅 

善
仁   

（
能
登
・
羽
咋
） 

小
西 

春
美   

（
能
登
・
門
前
） 

▽
永
年
勤
続
従
業
員 

 

松
下 

政
起   

（
金
沢
・
１
中
） 

    

▽
認
定
者
（
委
嘱
状
授
与
） 

川
上 

芳
弘 

 

（
加
賀
・
加
賀
） 

天
満 

康
浩 

 

（
金
沢
・
３
部
） 

小
伏
脇
隆
ノ
介 

（
金
沢
・
６
部
） 

小
伏
脇
奈
都
子 

（
金
沢
・
６
部
） 

澤
村 

篤
史 

 

（
金
沢
・
１
中
） 

 

大
山 

佳
也 

 

（
加
賀
・
加
賀
） 

 

林 
 

政
勝 

 

（
加
賀
・
鶴
来
） 

 

角
谷 

征
彦 

 

（
加
賀
・
加
賀
） 

桶
谷 

博
英  

（
金
沢
・
５
部
） 

 

荻
田 

喜
充  

（
加
賀
・
加
賀
） 

              

表 
 

彰 
全
国
的
に
景
気
は
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
景

気
回
復
が
続
い
て
い
る
状
態
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
経
済
状
況
は
急
激
に

変
化
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
注
意
深
く
見
守
り
、

そ
の
変
化
に
素
早
く
対
応
が
出
来
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

全
国
理
容
連
合
会
で
は
基
本
理
念
に
基
づ
き
①
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
た
営
業
支
援
事
業
、
②
ジ
ュ
ニ
ア
層
へ
の
理
容
参
入
を
目
的
と
し
た

理
容
師
育
成
事
業
、
③
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
の
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
や
地
球
温
暖
化
対
応
の
積
極
的
な
展
開
を
柱
と
し
、
減
少
か
ら
増
加
へ

の
拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
く
強
い
理
容
業
つ
く
り
の
為
に
営
業
に

直
結
す
る
施
策
を
平
成
30
年
度
の
事
業
と
し
て
計
画
い
た
し
ま
し
た
。 

石
川
県
組
合
と
し
ま
し
て
も
「
待
ち
の
営
業
」
だ
け
で
は
な
く
「
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
」
が
必
要
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
訪
問
福
祉
理
容
に

対
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
営
業
姿
勢
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

前
年
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
そ
し
て
私
達

理
容
業
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
介
護
保
険
へ
の
参
入
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

加
え
て
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
対
外
的
に
存
在
感
の
あ
る
組
織
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
具
体
策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

さ
ら
に
平
成
28
年
度
か
ら
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
生
衛
業
地

域
活
性
化
連
携
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
実
行
に
移

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
新
し
い
体
制
で
今
後
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
業
界
発
展

を
め
ざ
す
方
向
性
を
組
織
と
し
て
提
示
、
実
行
に
移
し
て
行
け
る
よ
う
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

県
組
合
講
師 
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県
組
合
総
会
に
お
い
て
、
県
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
主
導

に
よ
る
交
流
事
業
「
生
衛
業
地
域

活
性
化
連
携
事
業
」
の
実
施
に
つ

い
て
詳
細
が
発
表
さ
れ
た
。 

生
衛
業
者
が
業
種
を
超
え
て
連

携
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
へ
の
対

応
に
向
け
た
各
生
衛
業
者
の
特
性

を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り
や
生
活

支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を

推
進
す
る
事
業
で
、
県
理
容
組
合 

                 

      

が
中
心
と
な
り
、
鮨
商
、飲
食
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
３
組
合
と
一
緒

に
「
防
災
」を
テ
ー
マ
に
行
な
う
。

災
害
時
に
何
が
で
き
る
の
か
を 

組
合
独
自
の
目
線
で
推
し
進
め
、 

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。 

 

実
施
は
８
～
11
月
を
予
定
。 

地
域
住
民
に
対
す
る 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

■
災
害
時
支
援
協
力
店
舗
で
あ
る

こ
と
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
全
組
合
員

へ
配
布
、
掲
示
を
呼
び
掛
け
る
。 

ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

印
刷
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ホ
を
か

ざ
す
と
県
理
容
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
作
成
し
た
こ
の
事
業
の
Ｐ

Ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

■
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
店

内
に
掲
示
す
る
。
ま
た
、
来
店
し

た
お
客
様
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
も
ら
い
粗
品
（
Ｐ
Ｒ
広

告
入
り
）
を
お
渡
し
す
る
。 

■
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
を
行
う
施
設

の
職
員
、
な
ら
び
に
街
頭
に
お
い 

て
災
害
支
援
に
関
す
る
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、粗
品（
防

災
笛
）
を
進
呈
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。 

 

事
業
部
が 

展
示
会
開
く 

総
会
当
日
、
別
室
で
事
業
部
展

示
会
が
開
か
れ
、
機
関
紙
「
理
容

い
し
か
わ
」
に
広
告
掲
載
の
協
力

企
業
で
あ
る
シ
ザ
ー
ズ
内
山
（
鋏

な
ど
）、
光
文
堂
（
替
刃
、
ブ
ラ
シ

な
ど
）、
白
や
（
タ
オ
ル
な
ど
）、

ヤ
ギ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
ャ

ン
プ
ー
ク
ロ
ス
、
消
臭
剤
な
ど
）

の
お
す
す
め
商
品
が
特
別
販
売
さ

れ
、組
合
員
ら
が
熱
心
に
見
学
し
、

購
入
し
て
い
た
。 

               

                                  

                                  
Ｓ
マ
ー
ク
（
標
準
営
業
約
款
）
は 

信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
！ 

技
術
、
衛
生
、
安
全
の
し
る
し
で
す 

生
衛
業
地
域
活
性
化
連
携
事
業 

「
防
災
」
テ
ー
マ
に
、
組
合
も
Ｐ
Ｒ 
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荒木 潤（加賀） 

     

▽
理
事
長 

 

長
田 

 

實(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
全
理
連
評
議
員
、

東
海
北
陸
評
議
員
、
経
理
部
長 

絈
野 

邦
雄(
能
登) 

▽
副
理
事
長
、
事
業
担
当
、
渉
外

担
当  

 

前
田 

英
明(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
総
務
部
長 

田
畑 

 

豪(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
教
育
部
長 

行
野 

欣
也(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
組
織
部
長 

近
藤 

秀
司(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

中
村 

伸
夫(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
企
画
室
長 

田
島 

徳
久(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓 
 

智
之(

加
賀) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

田
中 

栄
一(

金
沢) 

▽
理
事
、
企
画
担
当 

橘 
 

英
行(

加
賀) 

▽
理
事
、
教
育
担
当
、
組
織
担
当 

 
 
 
 
 

大
積 

 

亨(

能
登) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

夏
嶋 

正
博(

能
登) 

     

▽
監
事 

 

奥
成 

康
朗(

能
登) 

▽
監
事 

 

竹
中 

義
雄(

加
賀) 

▽
監
事 

 

塚
本 

 

薫(

金
沢) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子 

▽
顧
問 

 

松
岡 

武
義(

金
沢) 

▽
相
談
役 

原 
 

元
二(

金
沢) 

▽
相
談
役 

津
田 

 

宏(

金
沢) 

▽
相
談
役 

叶
井 

 

章(

加
賀) 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

理
事
、
監
事
紹
介 

                  

                                  

                                  

                          

▽
県
組
合 

青
年
部
長 

      

平
成
30

年
度  

県
組
合
役
員 

役
員
改
選 

 

長
田
理
事
長
を
再
任 

竹中 義雄 塚本  薫 

橘  英行 大積  亨 夏嶋 正博 

奥成 康朗 

長田  實 絈野 邦雄 前田 英明 

田畑  豪 行野 欣也 近藤 秀司 中村 伸夫 田島 徳久 

沓  智之 田中 栄一 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す 
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金
沢
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

行
野 

欣
也 

▽
副
支
部
長
、
総
務
部
長 

 
 
 

中
村 

伸
夫 

▽
副
支
部
長
、
組
織
部
長 

 
 
 

田
中 

栄
一 

▽
経
理
部
長 

 
 

塚
本 

 

薫 

▽
教
育
部
長 

 

小
伏
脇
奈
都
子 

▽
企
画
部
長 

 
 

鹿
渡 

正
宏 

▽
共
済
部
長 

 
 

松
原 

義
則 

▽
事
業
部
長 

 
 

小
西 

 

裕 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

 

青
山 

幸
雄 

▽
青
年
部
長 

 
 

西
村 

泰
紀 

▽
副
青
年
部
長 

 

村
田 

健
二 

▽
庶
務
部
長 

 
 

番
定 

伸
夫 

▽
監
事 

 
 
 
 

竹
山 

忠
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

示
野 

 

栄 

▽
地
区
部
長 

 

１
部
東 

 
 
 

川
尻 

真
澄 

 

１
部
南 

 
 
 

奥 
 

啓
太 

 

１
部
中 

 
 
 

坂
部 

哲
治 

 

１
部
西 

 
 
 

池
田 

徳
次 

 

２
部 
 
 
 
 

堀
江 

俊
明 

 

３
部 

 
 
 
 

中
川 

浩
昭 

 

４
部 

 
 
 
 

山
口 

一
彦 

 

５
部 

 
 
 
 

桶
谷 

博
英 

       

６
部 

 
 
 
 

紺 
 

芳
郎 

 

７
部 

 
 
 
 

浅
井 

隼
人 

 

能
登
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

▽
副
支
部
長 

 
 

絈
野 

邦
雄 

▽
副
支
部
長 

 
 

岩
崎 

 

清 

▽
総
務
部
長
、
事
業
担
当
部
長 

 
 
 

松
村 

季
之 

▽
経
理
部
長 

 
 

奥
成 

康
朗 

▽
教
育
部
長 

 
 

大
積 

 
亨 

▽
企
画
部
長 
 
 

木
地 

 
司 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

 

松
原 

 

勝 

▽
青
年
部
長 

 
 

松
永 

 

晃 

▽
女
性
部
長 

 
 

小
西 

春
美 

▽
監
事 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

▽
監
事 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

▽
地
区
部
長 

 

河
北 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 

七
鹿 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

門
前 

 
 
 
 

小
西 

春
美 

 

輪
島 

 
 
 
 

松
村 

季
之 

 

能
都 

 
 
 
 

木
地 

 

司 

 

珠
洲 

 
 
 
 

奥
成 

康
朗 

 

加
賀
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

▽
副
支
部
長
、
教
育
部
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

 
 
 

吉
田 

秀
明 

▽
総
務
部
長 

 
 

市
川 

正
明 

▽
組
織
部
長 

 
 

村
山
外
喜
男 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
企
画
部
長 

 
 

橘 
 

英
行 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓   

智
之 

▽
事
業
推
進
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
女
性
部
長 

 
 

下
崎 

 

薫 

▽
監
事 

 
 
 
 

和
多 

篤
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

室
井 

幸
雄 

▽
地
区
部
長 

 
加
賀 

 
 
 
 

中
出 

尚
人 

 
小
松 

 
 
 
 

山
本
登
志
幸 

 

能
美 

 
 
 
 

北
村 

一
浩 

 

石
川 

 
 
 
 

梨
井 

信
澄 

 

鶴
来 

 
 
 
 

安
達 

拓
史 

        

     

平
成
30
年
度
理
容
師
共
済
会

の
総
会
が
、
加
賀
支
部
は
４
月
16 

日
（
月
）
、
金
沢
支
部
は
４
月
20 

日
（
水
）
、
能
登
支
部
は
５
月
14 

日
（
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、

会
員
が
出
席
し
た
。 

 

共
済
会
は
、
今
年
度
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
積
極
的
に
加

入
促
進
に
努
め
、
会
員
数
の
拡
大

を
図
る
。 

                   

     

役
員
は
次
の
と
お
り 

■
能
登
支
部 

 

会
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

 

会
計
責
任
者 

夏
嶋 

正
博 

■
金
沢
支
部 

 

会
長 

 
 
 

行
野 

欣
也 

 

会
計
責
任
者 

松
原 

義
則 

■
加
賀
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

 

会
計
責
任
者 

太
田 

健
二 

                   

平
成
30

年
度   

支
部
役
員 

理
容
師
共
済
会 

各
支
部
で
総
会
開
く 
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期 首 繰 越 額 10,160,172 円（定期預金400万含む）

収 入 金 額 26,791,370 円

支 出 金 額 27,177,798 円

収 支 差 額 △ 386,428 円
期 末 繰 越 額 9,773,744 円

（収入の部） （△減） （単位：円）
項　　　目 29年度予算金額 29年度決算金額 比較増減 備     考

公 課 18,005,350 17,647,840 △ 357,510 組合費、事務所運営費、賦課金

交 付 金 380,700 373,590 △ 7,110 全理連交付金

一 般 事 業 収 入 7,100,000 8,492,004 1,392,004 共済、教育、事業、情報、他

雑 収 入 213,950 111,551 △ 102,399 受取利息、他

預 り 金 89,294 89,294

未 払 金 77,091 77,091

合　　　計 27,891,000 26,791,370 1,091,370

（支出の部） （△減） （単位：円）

項　　　目 29年度予算金額 29年度決算金額 比較増減 備     考

会 議 費 970,000 1,275,297 305,297 総会、理事会、諸会議費

役 員 費 2,174,000 2,178,500 4,500 役員手当

出 張 費 50,000 95,000 45,000

交 際 費 300,000 421,520 121,520 慶弔見舞金、他

事 務 所 諸 費 14,040,000 15,426,232 1,386,232 事務所運営費、事務所諸費、職員給与

総 務 部 費 430,000 294,418 △ 135,582 表彰費、顧問弁護料、他

組 織 部 費 650,000 635,536 △ 14,464 組織部、女性部、青年部

共 済 部 費 150,000 267,333 117,333 共済推進会議、他

情 報 ｾ ﾝ ﾀ ー 費 850,000 684,694 △ 165,306 理容いしかわ､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、広告料

教 育 部 費 1,100,000 1,014,689 △ 85,311 競技大会、講習会、他

企 画 室 費 100,000 27,017 △ 72,983 企画推進会議、他

賦 課 金 4,460,350 4,385,170 △ 75,180 全理連・東海ﾌﾞﾛｯｸ・生衛会費

東海北陸理容競技大会 200,000 200,000 0 H29年度大会負担金

引 当 金 110,000 130,270 20,270 退職・備品積立金

租 税 公 課 50,000 1,610 △ 48,390 法人税

立 替 金 0 512 512

未 収 入 金 140,000 140,000

予 備 費 65,650 0 △ 65,650  

合　　　計 27,891,000 27,177,798 1,510,382

平成29年度 収支計算書
（自：平成29年4月1日～至：平成30年3月31日）

公課
66%交付金

1%

一般事業収入

32%

雑収入
1%

預り金
0%

未払金
0%

〔収入の部〕

会議費
5%

役員費
8%

出張費
0%

交際費
2%

事務所諸費
57%

総務部費
1%

組織部費
2%

共済部費
1%

情報ｾﾝﾀー費
3%

教育部費
4%

企画室費
0%

賦課金
16%

東海北陸理容競技大会
1%

未収入金
1%

〔支出の部〕
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収 入 金 額 25,100,000 円

支 出 金 額 25,100,000 円

差 引 金 額 0 円
 
（収入の部） （△減） （単位：円）

項　　　目 　30年度予算金額 　29年度予算金額 比較増減 備     考

公 課 17,232,250 18,005,350 △ 773,100 組合費、事務所運営費、賦課金

交 付 金 364,500 380,700 △ 16,200 全理連交付金

一 般 事 業 収 入 7,250,000 7,100,000 150,000 共済、教育、事業、情報、他

雑 収 入 253,250 213,950 39,300 受取利息、他

合　　　計 25,100,000 25,700,000 △ 600,000

（支出の部） （△減） （単位：円）

項　　　目 　30年度予算金額 　29年度予算金額 比較増減 備     考

会 議 費 1,070,000 970,000 100,000 総会、理事会、諸会議費

役 員 費 2,150,000 2,174,000 △ 24,000 役員手当

出 張 費 50,000 50,000 0

交 際 費 300,000 300,000 0 慶弔見舞金、他

事 務 所 諸 費 13,930,000 14,040,000 △ 110,000 事務所運営費、事務所諸費、職員給与

総 務 部 費 410,000 430,000 △ 20,000 表彰費、顧問弁護料、他

組 織 部 費 530,000 650,000 △ 120,000 組織部、女性部、青年部

共 済 部 費 150,000 150,000 0 共済推進会議、他

情 報 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 費 740,000 850,000 △ 110,000 理容いしかわ､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、広告料

教 育 部 費 1,020,000 1,100,000 △ 80,000 競技大会、講習会、他

企 画 室 費 40,000 100,000 △ 60,000 企画推進会議、他

賦 課 金 4,272,250 4,460,350 △ 188,100 全理連・東海ﾌﾞﾛｯｸ・生衛会費

東海北陸理容競技大会 200,000 200,000 0 H30年度大会負担金

引 当 金 110,000 110,000 0 退職・備品積立金

租 税 公 課 50,000 50,000 0 法人税

予 備 費 77,750 65,650 12,100

合　　　計 25,100,000 25,700,000 △ 600,000

平成30年度 収支予算書
（自：平成30年4月1日 ～ 至：平成31年3月31日）

公課
70%

交付金
1%

一般事業収入
28%

雑収入
1%

〔収入の部〕

会議費
4%

役員費
8%

出張費
0%

交際費
1%

事務所諸費
55%

総務部費
2%

組織部費
3%

共済部費
1%

情報ｾﾝﾀｰ費
3%

教育部費
4%

企画室費
0%

賦課金
17%

東海北陸理容競技大会
1%

租税公課
0%

〔支出の部〕
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落
語
で
冒
頭
に
本
題
と
関
係
の

な
い
軽
い
話
で
客
を
笑
わ
せ
て
引

き
付
け
る
語
り
を
枕
と
い
う
が
、
そ

の
一
つ
。
あ
る
日
老
夫
婦
が
車
で
意

気
揚
々
と
高
速
道
路
に
入
り
、
暫
く

す
る
と
ラ
ジ
オ
で
「
高
速
道
路
に
逆

走
車
一
台
あ
り
、
注
意
し
て
下
さ

い
」
と
放
送
が
あ
っ
た
。 

そ
れ
を
聞
い
た
お
ば
あ
さ
ん
が

「
逆
走
車
が
一
台
い
る
そ
う
だ
か

ら
気
を
付
け
て
！
」
と
言
う
と
、
お

じ
い
さ
ん
は
「
何
か
の
間
違
い
だ
ろ 

 

う
、
逆
走
車
は
一
台
で
な
く
前
か
ら

何
台
も
来
る
よ
…
」。 

 

笑
え
な
い
話
だ
が
、
そ
こ
は
落
語

の
こ
と
、
笑
い
に
し
て
い
る
。 

自
己
中
心
に
考
え
て
状
況
を
把

握
し
て
い
な
い
事
へ
の
戒
め
だ
が
、

私
自
身
も
普
段
の
生
活
の
中
で
そ

の
よ
う
な
事
が
無
い
と
も
限
ら
な

い
、
大
事
な
の
は
そ
の
時
に
間
違
い

を
指
摘
し
て
く
れ
る
人
が
身
近
に

居
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

逆
走
も
な
ん
の
老
い
に
は
マ
イ
ロ
ー
ド 

    

 

能登 金沢 加賀 

支部理容師共済会 
 

加入金０円 
キャンペーン 
 通常 3,000円の加入金が今なら無料！  

期間 ４月１日～11 月 30日  

 

・加入できるのは 45歳未満の理容師です 

・加入後６ヶ月は退会できません 

・月会費 600円は必要です 

加入申込は地区共済委員へ！ 
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     地
区
部
長
紹
介 

一
部
東 

 
 
 

今
年
度
よ
り
一
部
東
の
地
区
部

長
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
川
尻

で
す
。
ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
・
・
・

一
部
東
の
皆
様
に
、
喜
ん
で
！
楽

し
ん
で
！
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

地
区
を
目
指
し
！
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

一
部
南 

 
 

 

組
合
活
動
を
通
し
、
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

     

一
部
中 

 
 

 

二
年
ぶ
り
に
部
長
に
復
帰
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
組
合
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

      

一
部
西 
 
 
 

 

今
年
度
、
二
度
目
の
部
長
を
努

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回

同
様
、
金
沢
支
部
と
一
部
西
の
太

い
一
本
の
綱
と
な
り
、
一
部
西
役

員
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
頑
張
り
ま

す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

    

     

二
部 

 
 
 

先
代
か
ら
組
合
員
と
し
て
長
い

間
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

後
の
役
割
と
し
て
、
若
い
方
々
の

お
力
を
お
借
り
し
て
、
な
ん
と
か

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     

三
部 

 
 

部
長
に
な
り
、
早
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
慣
れ
よ
り
も
緊
張
感

を
強
く
持
っ
て
、
初
心
の
つ
も
り

で
組
合
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

一
年
間
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

    
四
部 

 
 

初
め
て
の
部
長
で
す
。
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！ 

    

五
部 

 
 

今
期
で
２
年
目
の
部
長
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組

合
活
動
を
通
し
、
組
合
、
部
へ
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
一
年
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

六
部 

 
 

 

本
年
度
、
部
長
を
務
め
る
に
あ

た
り
、
執
行
部
と
組
合
員
、
相
互

の
窓
口
と
し
て
、
お
役
に
立
つ
様
、

お
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

七
部 

 
 

 

七
部
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
浅
井

で
す
。
組
合
員
の
方
々
の
声
に
耳

を
傾
け
、
よ
り
良
い
組
織
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

     

教
育
委
員
会
議 

４
月
24
日
（
火
）
、
第
１
回
教

育
常
任
委
員
会
議
が
、
組
合
事
務

所
３
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。 

            

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 

 

川尻真澄 

坂部哲治 

奥 啓太 

池田徳次 

堀江俊明 

山口一彦 

中川浩昭 

桶谷博英 

浅井隼人 

紺 芳郎 
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新
旧
引
継
ぎ 

４
月
２
日
（
月
）
１８
時
か
ら
、

羽
咋
公
民
館
に
て
新
旧
役
員
の
引

継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。
新
役
員
に
選

任
さ
れ
た
の
は
松
村
季
之
氏
（
輪

島
地
区
）
・
木
地
司
氏
（
能
都
地

区
）・
髭
本
修
氏
（
河
北
地
区
）
の

３
名
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
退
職

さ
れ
た
米
田
一
良
氏
（
河
北
地

区
）・
宮
森
重
則
氏
（
能
都
地
区
）・

宮
本
一
茂
氏
（
七
鹿
地
区
）・
白
山 

                

    

 

泰
司
氏
（
七
鹿
地
区
）
お
疲
れ
様

で
し
た
。
引
継
ぎ
終
了
後
、
地
区

再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
行
わ

れ
、『
地
区
編
成
は
保
健
所
管
轄
で

分
け
て
み
て
は
ど
う
か
？
』
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

役 

員 

会 
新
役
員
体
制
と
な
っ
て
初
め
て

の
第
１
回
能
登
支
部
役
員
会
は
４

月
２３
日
（
月
）
１８
時
か
ら
、
羽

咋
公
民
館
に
て
開
か
れ
た
。
出
席 

者
は
１４
名
。
２９
年
度
事
業
報
告
、 

                

３０
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。 

能
都
地
区 

能
都
地
区
定
期
総
会
＆
新
年
会

は
４
月
１
日（
日
）
、和
倉
温
泉「
の

と
楽
」
に
て
１５
名
が
参
加
し
て
開 

                       催
さ
れ
た
。
平
成
２９
年
度
事
業
・

決
算
、
平
成
３０
年
度
事
業
計
画
・

予
算
の
全
議
案
が
原
案
通
り
に
可

決
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
懇
親

会
が
開
か
れ
、
能
登
の
食
材
を
生

か
し
た
懐
石
料
理
に
お
酒
を
堪
能

し
た
。 

（
通
信
・
宮
森
重
則
） 

珠
洲
地
区 

４
月
９
日
（
月
）
午
後
４
時
３０

分
か
ら
、
珠
洲
市
の
珠
洲
ビ
ー
チ

ホ
テ
ル
に
て
、
保
健
所
職
員
を
招

い
て
衛
生
講
習
会
を
行
っ
た
。
受

講
者
は
１２
名
、
講
習
会
終
了
後
は 

                        

珠
洲
地
区
総
会
が
開
催
さ
れ
全
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続

き
親
睦
会
が
行
わ
れ
美
味
し
い
料

理
に
お
酒
、
楽
し
い
会
話
を
楽
し

ん
だ
。 

（
通
信
・
金
田
政
夫
） 

 

富
来
地
区 

富
来
地
区
定
期
総
会
は
４
月

25
日
（
水
）
、
地
元
の
店
“
い
さ

り
び
菊
や
”
に
て
８
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。
総
会
後
は
、
地
元

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
“
特
に
釜
飯
は
最
高
だ

っ
た
”
に
お
酒
を
堪
能
し
た
。 

（
通
信
・
岩
崎
栄
照
） 

                   

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
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開
催
日
／
４
月
19
日
（
木
） 

▽
支
部
長 

・
支
部
新
役
員
の
紹
介 

・
支
部
長
選
挙 

・
県
組
合
准
講
師
の
推
薦 

・
県
生
衛
業
団
体
地
域
活
性
化
事

業
の
開
催 

                 

      

▽
総
務
部 

・
支
部
総
会
資
料
の
配
付
時
期 

▽
教
育
部 

・
講
習
会
の
メ
ニ
ュ
ー 

▽
組
織
部 

・
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
場
所
を
検
討 

                     

▽
企
画
室 

・
規
約
改
正
の
検
討 

・
バ
ス
旅
行
の
開
催
日 

▽
共
済
部 

・
共
済
事
業
の
推
進 

▽
経
理
部 

・
今
年
度
会
計 

▽
事
業
推
進
部 

・
親
子
体
験
行
事
の
検
討 

・
県
組
合
総
会
会
場
で
の
商
品
展

示 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー 

・
地
区
事
業
の
原
稿
依
頼 

                     

                                  

                                  

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

役
員
会 

協
議
事
項 

 
平成 30 年度 加賀支部 地区役員 

役職    地区 加賀 小松 能美 石川 鶴来 

地区部長 中出尚人 山本登志幸 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

総務委員 大山佳也 勘田康友   梨井信澄 安達拓史 

組織委員 中出尚人 廣田  明   梨井信澄 安達拓史 

企画委員 
 

竹中紀雄   梨井信澄 安達拓史 

情報センター委員 中出尚人 中村秀樹 宮本義勝 梨井信澄 安達拓史 

経理委員 能田秀男 勘田康友 和多篤志 熊田一義 村山妙子 

教育委員 川上芳弘 竹中紀雄 和田隆志 磯谷理博 林  政勝 

共済委員 髙﨑弘行 廣田  明 口田則和 高室幸正 村山豊一 

事業推進委員 荻田喜充 中村秀樹 戸田政充 梨井信澄 安達拓史 

女性委員 河口佳代 山口喜美子 千代成美 尾倉良江 梅田協子 
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編 

集 

閑 

談 

▼
５
月
の
連
休
に
三
方
五
湖
に
子

供
の
運
転
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て

来
た
。
昔
は
敦
賀
Ｉ
Ｃ
で
高
速
降

り
て
国
道
だ
っ
た
が
舞
鶴
若
狭
自

動
車
道
が
開
通
し
、
若
狭
三
方
Ｉ

Ｃ
ま
で
行
け
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ

イ
ン
で
山
頂
Ｐ
へ
行
き
、
一
人
乗

り
リ
フ
ト
で
山
頂
公
園
、
公
園
に

は
展
望
足
湯
が
出
来
て
い
た
。
景

色
を
堪
能
し
な
が
ら
瓦
投
げ
で
願

掛
け
を
し
て
き
た
。 

 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

         

（
青
山
幸
雄
） 

▼
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ
て
い
る
と
、

２
歳
の
孫
が
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
海

見
せ
て
！
」
と
寄
っ
て
く
る
。
ま

だ
見
た
こ
と
が
な
い
美
し
い
夕
焼

け
の
海
岸
に
興
味
が
あ
る
よ
う
だ
。

幼
い
素
直
な
気
持
ち
が
羨
ま
し
い
。

感
動
す
る
心
に
年
齢
は
関
係
な
い
。

大
人
達
も
そ
ろ
っ
て
感
動
し
前
進

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。（
沓
智
之
） 

                                  

                 

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 

 

私たちが 

お手伝いします 

 

 

 

 

 

小田波博子さん（右） 

柳 恵子さん（左） 

県組合事務局 

 


